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製品分類 MPU&MCU 発行番号 TN-SH7-A556A/J Rev. 第１版 

題

名 
SH7720 ハードウェアマニュアルの改訂について 情報分類 技術情報 

対象ロット等
適

用

製

品 

SH3-DSP SH7700 シリーズ 
SH7720 グループ 

全ロット 
関連資料

SH7720 ハードウェアマニュアル 
(RJJ09B0027-0100  Rev.1.00) 
(RJJ09B0027-0200  Rev.2.00) 

 
SH7720 ハードウェアマニュアルにつき、Rev.2.00 に改訂致しましたのでご連絡致します。 

 

Rev.2.00 で修正または追加された箇所は以下をご参照ください。 

 
項   目 ページ 修正個所 

修正 

項目 特   長 

1. 概要 

1.1 特長 

表 1.1 SH7720の特長 

1-4 

1-7 

クロック 

発振器（CPG）

•  3種類のクロックを生成 

－CPUクロック：最大 133.34MHz 

－バスクロック：最大 66.67MHz 

－周辺クロック：最大 33.34MHz 

  製品ライン 

アップ 略称 動作周波数 製品型名 パッケージ  

   SH7720 133.34MHz HD6417720BP133C 256ピン CSP 

（PLBG0256GA-A 

（BP-256H）） 

 

     HD6417720BP133CV 256ピン CSP 

（PLBG0256GA-A 

（BP-256HV）） 

 

     HD6417720BL133C 256ピン CSP 

（PLBG0256KA-A 

（BP-256C）） 

 

     HD6417720BL133CV 256ピン CSP 

（PLBG0256KA-A 

（BP-256CV）） 

 

1.3 端子の説明 

1.3.1 ピンの配置 

図 1.2 ピン配置図（PLBG0256GA-A

（BP-256H/HV））） 

1-9 追加 

PLBG0256GA-A 

BP-256HV 

BP-256H 

C18→USB1d_TXDPLS/AFE_SCLK/IOIS16/PCC_IOIS16/PTG4 

修正 

J17→MMC_CMD/SIOF1_RxD/TPU_TI2B/PTU1 

図 1.3 ピン配置図（PLBG0256KA-A

（BP-256C/CV）） 

1-10 追加 

PLBG0256KA-A 

BP-256C 

BP-256CV 

E18→USB1d_TXDPLS/AFE_SCLK/IOIS16/PCC_IOIS16/PTG4 

修正 

K17→MMC_CMD/SIOF1_RxD/TPU_TI2B/PTU1 
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表 1.2 ピン配置表 1-11 

～ 

1-18 

端子番号修正 

BP-256H→PLBG0256GA-A 

BP-256C→PLBG0256KA-A 

 修正 

 端子番号 

（PLBG0256

GA-A） 

端子番号 

（PLBG0256

KA-A） 

端子名 機  能 入出力 I/Oバッファ 

供給電源 

 

1-12 

1-14 

1-15 

C18 E18 USB1d_TXDPLS/ 

AFE_SCLK/IOIS16/

PCC_IOIS16/PTG4

D+送信出力／ 

シフトクロック／ 

16ビット I/O／ 

ライトプロテクト／

汎用ポート 

O/I/I/I/IO VccQ 

  G20 J20 SIM_CLK/ 

SCIF1_SCK/PTV0

クロック出力／ 

シリアルクロック／

汎用ポート 

O/IO/IO VccQ 

  J17 K17 MMC_CMD/ 

SIOF1_RxD/ 

TPU_TI2B/PTU1 

MMCコマンド出力、

レスポンス入力／ 

受信データ／ 

クロック入力／ 

汎用ポート 

IO/I/I/IO VccQ 

  J20 L17 SCIF0_RTS/ 

TPU_TO0/PTT3 

送信要求／タイマ

出力／汎用ポート 

O/O/IO VccQ 

  L19 N17 SCIF0_SCK/PTT0 シリアルクロック／

汎用ポート 

IO/IO VccQ 

1.3.2 端子の機能 修正 

表 1.3 SH7720端子機能 分類 記号 入出力 名称 機   能 

 

1-22 

1-24 

1-26 VCCQ_RTC ― RTC用電源 RTC用の電源端子です。（3.3V） 

  VCC_RTC ― RTC用電源 RTC用の電源端子です。（1.5V） 

  VSS_RTC ― RTC用グランド RTC用のグランド端子です。 

  

リアルタイ

ムクロック

（RTC） 

EXTAL_RTC 入力 RTC用外部 

クロック 

RTC用水晶発振子を接続します。また、

RTC用外部クロックを入力することも

できます。 

   XTAL_RTC 出力 RTC用クリスタル RTC用水晶発振子を接続します。 

  USB EXTAL_USB 入力 USB外部クロック USB用水晶発振子を接続します。また、

USB用外部クロック（48MHz）を入力

することもできます。 

  【注】 1. Vcc/Vss/VccQ/VssQ/VccQ1/VssQ1/AVcc/AVss/AVcc_USB/AVss_USB/VccQ_RTC/ 

Vcc_RTC/Vss_RTC/Vcc_PLL1/Vss_PLL1/Vcc_PLL2/Vss_PLL2はすべてシステムの電源に

接続してください（常時給電してください）。なお。ハードウェアスタンバイモード時は、

Vcc_RTC、VccQ_RTC以外の電源を OFFすることが可能です（「13.8 ハードウェアス

タンバイモード」参照）。 

       2. RTCを使用していない場合も、必ず Vcc_RTC、VccQ_RTCに給電してください。 

       3. 内蔵 PLLを使用しない場合も、必ず Vcc_PLL1、Vcc_PLL2に給電してください。 

       4. エミュレータおよび H-UDIを使用せずにユーザシステム単体で使用する場合は、ASEMD0

をハイレベルにしてください。ローレベルまたはオープンの場合 RESETPがマスクされる

ことがあります。 

       5. ピンファンクションコントローラ（PFC）のレジスタ設定でドライブ能力を切り替えること

ができます。VCCQ1に 3.3Vの場合ドライブ能力を小に、VCCQ1に 1.8Vの場合ドライブ能

力を大にしてください。 
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11. クロック発振器（CPG） 

11.4 レジスタの説明 

11.4.2 USBH/USBFクロック制御レ

ジスタ（UCLKCR） 

11-10 修正 

USBH/USBFクロック制御レジスタは、読み出し／書き込み可能な 8ビ

ットのレジスタです。パワーオンリセット時に H'60に初期化されます。

UCLKCRに書き込む場合は、上位バイトを H'A5、下位バイトをライ･･･

13. 低消費電力モード 

13.8 ハードウェアスタンバイモード 

13.8.3 ハードウェアスタンバイモー

ドのタイミング 

13-16 追加 

･･･モードの各端子のタイミング例を図 13.10、図 13.11に示します。 

CA端子は EXTAL_RTCでサンプリングされているため、ハードウェアス

タンバイモードへ遷移するときは、EXTAL_RTCにクロックを入力して

ください。 

CA端子のローレベルは、ハードウェアスタンバイモード中は必ず･･･ 

図 13.12 VCC_RTC、VCCQ_RTC以外

の電源 OFF時のタイミング 

13-18 追加 

【注】 *  Vcc、VccQ、VccQ1、AVcc_USB、AVcc、Vcc_PLL1、Vcc_PLL2

15. 16ビットタイマパルスユニット

（TPU） 

15.3 レジスタの説明 

15.3.3 タイマ I/Oコントロールレジス

タ（TIOR） 

15-10 追加 

･･･スリープモード、モジュールスタンバイでは初期化されません。 

TIORの設定は、TCNTの動作が停止した状態で行ってください。 

TIORは TMDRの設定により影響を受けますので注意してください。 

カウント動作を途中で停止した場合、TPU_TO端子の出力は本レジスタ

で設定した初期値になります。 

17. リアルタイムクロック（RTC） 修正 

17.2 入出力端子 名称 信号名 機   能 

表 17.1 端子構成 

17-3 

RTC用外部 

クロック 

EXTAL_RTC RTC用水晶発振子を接続します。また、

RTC用外部クロックを入力することもで

きます。 

  RTC用クリスタル XTAL_RTC RTC用水晶発振子を接続します。 

  RTC用電源 Vcc_RTC RTC用の電源端子です。（1.5V）* 

  RTC用グランド Vss_RTC RTC用のグランド端子です。* 

  RTC用電源 VccQ_RTC RTC用の電源端子です。（3.3V）* 

  【注】 *  RTC用の電源端子は RTCを使用しないときも必ず電源を供給して

ください。 

20. I2Cバスインタフェース（IIC） 修正 

20.3 レジスタの説明 ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20.3.3 I2Cバスモードレジスタ

（ICMR） 

20-6 

6 － 0 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

書き込む値も常に 0にしてください。 

20.4 動作説明 

20.4.2 マスタ送信動作 

20.4.4 スレーブ送信動作 

20.4.5 スレーブ受信動作 

20-15 

20-19 

20-21 

WAIT削除 

1. ICCR1の ICEビットを 1に設定します。また ICMRのMLS、ICCKS

の CKS4～CKS0等を設定します（初期設定）。 

20.7 使用上の注意事項 20-30 追加 
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23. USBピンマルチプレクスコント

ローラ 

23.1 特長 

図 23.1 USBピンマルチプレクスのブ

ロック図 

23-2 修正 

USB
トランシーバ1

USB
トランシーバ2

USB2_pwr_en

USB2_P

USB2_M

USB1_P

USB1_M

USB2_ovr_current

 
修正 

名称 端子名 機   能 

23.2 入出力端子 

表 23.4 端子構成（クロック信号） 

23-4 

USB外部クロック EXTAL_USB USB用水晶発振子を接続します。また、USB

用外部クロック（48MHz）を入力すること

もできます。 

  USBクリスタル XTAL_USB USB用水晶発振子を接続します。 

修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23.3 レジスタの説明 

23.3.1 USBトランシーバ制御レジス

タ（UTRCTL） 

 

15～9 － すべて 0 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

書き込む値も常に 0にしてください。 

  7～2 － すべて 0 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

書き込む値も常に 0にしてください。 

23.4 外部回路例 

23.4.1 USBファンクションコントロ

ーラとトランシーバの接続例 

図 23.2 USBファンクションコントロ

ーラの接続例 1（内部トランシーバ使用

時） 

23-5 修正 

USBF_VBUS

USB1_pwr_en

USB1_P

USB1_M

USB1d_SPEED

USB1d_TXENL

USB1d_TXDPLS

USB1d_TXSEO

USB1d_RCV

USB1d_DPLS

USB1d_DMNS

USB1d_SUSPEND

SH7720

3.3V

USBファンクション

 
23.4.2 USBホストコントローラとト

ランシーバの接続例 

23-7 修正 

･･･を使用する場合を示しています。図 23.4と同様の外部回路にて、

USB2_ovr_current、USB2_pwr_en、USB2_P、USB2_Mの各端子を用い

ることにより内蔵 USBトランシーバ 2を使用することもできます。･･･
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図 23.4 USBホストコントローラの接

続例 1（内部トランシーバ使用時） 

23-7 修正 

USB1_ovr_current

USB1_pwr_en

USB1_P

USB1_M

SH7720

USBホスト

 
修正 

名  称 端子名 機   能 

24. USBホストコントローラ（USBH） 

24.2 入出力端子 

表 24.1 端子構成 

24-1 

1P端子 USB1_P D+ポート 1トランシーバ端子 

  1M端子 USB1_M D-ポート 1トランシーバ端子 

  2P端子 USB2_P D+ポート 2トランシーバ端子 

  2M端子 USB2_M D-ポート 2トランシーバ端子 

24.7 使用上の注意事項 24-29 追加 

30. SIMカードモジュール（SIM） 修正 

30.3 レジスタの説明 ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

30.3.1  シリアルモードレジスタ

（SCSMR） 

30-3 

5 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に１が読み出されます。 

書き込む値も常に１にしてください。 
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修正 

ポート ポート機能（関連モジュール） その他の機能（関連モジュール） 

34. ピンファンクションコントローラ

（PFC） 

表 34.1 マルチプレクス一覧表 

34-4 

U PTU1入出力（ポート） MMC_CMD入出力（MMC）／ 

SIOF1_RxD入力（SIOF）／

TPU_TI2B入力（TPU） 

35. I/Oポート 

35.16ポート T 

図 35.16 ポート T 

35-22 修正 

PTT0（入出力）／SCIF0_SCK（入出力） 

35.17  ポート U 

図 35.17 ポート U 

35-24 修正 

PTU2（入出力）／MMC_DAT（入出力）／SIOF1_TxD（出力）／TPU_TI3A（入力）

PTU1（入出力）／MMC_CMD（出力）／SIOF1_RxD（入力）／TPU_TI2B（入力）

PTU0（入出力）／MMC_CLK（出力）／SIOF1_SCK（入出力）／ TPU_TI2A（入力）

35.18  ポート V 

図 35.18 ポート V 

35-25 修正 

PTV0（入出力）／SIM_CLK（出力）／SCIF1_SCK（入出力） 

修正 

ビット名 端子名 入出力 

189 
MMC_CMD/SIOF1_RxD/ 

TPU_TI2B/PTU1 
IN 

176 
USB1d_TXDPLS/AFE_SCLK/ 

IOIS16/PCC_IOIS16/PTG4 
IN 

150 
MMC_CMD/SIOF1_RxD/ 

TPU_TI2B/PTU1 
OUT 

137 
USB1d_TXDPLS/AFE_SCLK/ 

IOIS16/PCC_IOIS16/PTG4 
OUT 

112 
MMC_CMD/SIOF1_RxD/ 

TPU_TI2B/PTU1 
Control 

111 
MMC_DAT/SIOF1_TxD/ 

TPU_TI3A/PTU2 
Control 

36. ユーザデバッグインタフェース

（H-UDI） 

36.3 レジスタの説明 

36.3.3 バウンダリスキャンレジスタ

（SDBSR） 

表 36.3 SH7720の端子とバウンダリ

スキャンレジスタの対応 

36-8 

～ 

36-10 

99 
USB1d_TXDPLS/AFE_SCLK/ 

IOIS16/PCC_IOIS16/PTG4 
Control 

修正 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

モジュール 

37. レジスタ一覧 

37.2 レジスタビット一覧 

 

37-34 

37-42 

ICMR MLS － － IIC 

  SCSMR － － － SIM 
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修正 

項目 記号 測定条件 

38. 電気的特性 

38.3 DC特性 

表 38.4 DC特性（1）【共通項目】 

38-4 

38-5 

電源電圧  VCC 

VCC_PLL1*1

VCC_PLL2*1

VCC_RTC*1

 

A/D変換期間 AICC  

A/Dおよび D/A

変換期間 

 
 

  アナログ

（A/D、D/A）

電源電流 

アイドル  Ta＝25℃ 

  ICC 

  

消費電流*3 スリープ 

モード時 ICCQ 

パワーオンリセット後にスリー

プモードに遷移したとき 

VCCQ、 

VccQ1＝3.3V 

Bφ＝33MHz 

  【注】*1   PLL、RTCを使用しない場合も必ず VCC_PLL 1、VCC_PLL2、VCC_RTC、

VCCQ_RTCおよび VSS_PLL1、VSS_PLL2、VSS_RTCは給電してください。

追加 

項目 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

VCCQ1×0.85 － － V VCCQ1＝1.65～1.95V 

IOH＝－0.2mA 

2.4 － － V VCCQ1＝3.0～3.6V 

IOH＝－0.2mA 

グループ 2の

出力端子* 

2.2 － － V VCCQ1＝2.7～3.6V 

IOH＝－2mA 

表 38.4 DC特性（2-a）【USBトラン

シーバ、I2C関連端子をのぞく】 

38-6 

出力ハイ 

レベル電圧

上記以外の 

出力端子 

2.2 － － V IOH＝－2mA 

修正 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

電源電圧 VCCQ 2.7 3.3 3.6 V  

入力ハイレベル電圧 VIH VCCQ×0.7 － VCCQ＋0.3 V  

表 38.4 DC特性（2-b）【I2C関連端

子*】 

38-7 

入力ローレベル電圧 VIL –0.3 － VCCQ×0.3 V  

  【注】* IIC_SCL、IIC_SDA端子（オープンドレイン端子） 

追加 

項目 記号 Min. Typ. 

38.4 AC特性 

表 38.6 最大動作周波数 

38-8 

動作周波数 CPU、キャッシュ（Iφ） f 24 － 

   外部バス（Bφ）*  24 － 

   周辺モジュール（Pφ）  8.34 － 

  【注】* USBホストコントローラを使用する際には外部バスクロック周波数（Bφ）は

32MHz以上に設定してください。 
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修正 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

38.4.1 クロックタイミング 

表 38.7 クロックタイミング 

38-9 

CKIOクロック出力周波数 fOP 20 66.67 MHz 38.2 

  CKIOクロック入力周波数 fCKI 20 66.67 MHz 38.3 

図 38.3 CKIOクロック入力タイミン

グ 

38-10 修正 
tCKIcyc

tCKILtCKIH

VIH
1/2VCCQ1

CKIO
（入力）

1/2VCCQ1

tCKIrtCKIf

VIH

VIL VIL

VIH

 
表 38.8 制御信号タイミング 38-13 修正 

【注】*1   RESETP、NMIおよび IRQ5～IRQ0は非同期信号です。ここ

に示されたセットアップ時間が守られた場合、クロックの立ち

上がりで変化が検出されます。セットアップ時間が守られない

場合、次のクロックの立ち上がりエッジまで検出が遅れること

があります。 

      *2    外部バスクロックの上限が 66.67MHz

（133MHz版）です。 

38.4.4 基本タイミング 

図 38.18 バイト選択付き SRAMバス

サイクル（SW＝1サイクル、HW＝1

サイクル、非同期外部ウェイト 1挿入、

BAS＝1（ライトサイクルWEコントロ

ール）） 

38-23 修正 

RD/WR

D15～D0

ライト時

tRWD1 tRWD1

tWDH1tWDD1

tRWD1

 
38.4.8 周辺モジュール信号タイミング 

表 38.10 周辺モジュール信号タイミン

グ 

38-52 追加 

条件：VCCQ＝2.7～3.6V、VCCQ1＝2.7～3.6Vまたは 1.65～1.95V、 

VCC＝1.4～1.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Ta＝－20～75℃ 

修正 

項  目 記号 測定条件 

38-56 

SCL、SDA出力立ち下り時間 tSf VccQ＝3.0V 

38.4.12 I2Cバスインタフェースタイ

ミング 

表 38.14  I2Cバスインタフェースタ

イミング 
    

修正 

項  目 記号 参照図 

38-65 

MMC_CLKクロックサイクル tMMCYC 38.69～38.70 

38.4.18 MMCIFモジュール信号タイ

ミング 

表 38.22 MMCIFモジュール信号タイ

ミング 
 MMC_CLKクロックハイレベル幅 tMMWH  

図 38.71 MMCIF受信タイミング 

（立ち下がりサンプリング） 

38-66 削除 
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修正 

項  目 記号 Min Max 単位 参照図 

38-67 

TCKサイクル時間 tTCKcyc 50 － ns 38.71 

38.4.19 H-UDI関連端子のタイミング 

表 38.23 H-UDI関連端子のタイミン

グ 

 TRSTセットアップ時間 tTRSTS 12 － ns 38.72 

  TDIセットアップ時間 tTDIS 10 － ns 38.73 

  ASEMD0セットアップ時間 tASEMD0S 12 － ns 38.74 

図 38.71 TCK入力タイミング 

図 38.72 TRST入力タイミング 

（リセットホールド時） 

図 38.73 H-UDIデータ転送タイミング 

図 38.74 ASEMD0入力タイミング 

図 38.74 ASEMD0入力タイミング 

図 38.75 出力負荷回路 

38-67 

～ 

38-69 

修正 

 

付録 

A.  端子状態 

表 A.1 SH7720端子状態表 

付録-1

～ 

付録-9

端子番号修正 

BP-256H→PLBG0256GA-A 

BP-256C→PLBG0256KA-A 

修正、削除 

分類 

PLBG02

56GA-A

PLBG02

56KA-A

端子名 マニュアル

リセット 

ソフト 

ウェア 

スタンバイ

ハード 

ウェア 

スタンバイ 

バス解放 I/O 未使用

端子 

の処理 

付録-2

付録-3

付録-9

C18 E18 USB1d_TXDPLS/A

FE_SCLK/IOIS16/ 

PCC_IOIS16/PTG4

O/I/I/I/P O/Z/Z/Z/K Z/Z/Z/Z/Z O/I/I/I/P O/I/I/I/IO プル 

アップ 

 

 C20 E21 EXTAL_USB I I I I I プル 

アップ 

 

 

 【注】*  USB_1P、USB_Mを Z（オープン処理）にする条件は 

        （1）USB1_ovr_current/USBF_VBUS端子をプルダウン処理にします。 

        （2）UTRCTRの USB_TRANSビットは初期値 0にします。 

             UTRCTRの USB_SELビットは初期値 1にします。 

1. ここに示された未使用時の処理は、各端子の機能をピンファンクションコン

トローラ（PFC）の初期値設定の場合の処理の例を示したものであり、いか

なる状況でも正しいことを保証するものではありません。 

2. 入力バッファ（PAD）のイネーブルが OFFの状態をソフトウェアで制御で

きます。 

3. 通常の入力ピン仕様です。 

4. シュミット特性を持ちます。 

      5. エミュレータ使用可能なボードを設計する場合には、エミュレータの仕様に

従って設計してください。 
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B.  型名一覧 付録-10 修正 

  動作周波数 製品型名 パッケージ 

  133.34MHz HD6417720BP133C 256ピン CSP 

（PLBG0256GA-A（BP-256H）） 

   HD6417720BP133CV 256ピン CSP 

（PLBG0256GA-A（BP-256HV）） 

   HD6417720BL133C 256ピン CSP 

（PLBG0256KA-A（BP-256C）） 

   HD6417720BL133CV 256ピン CSP 

（PLBG0256KA-A（BP-256CV）） 

C.  外形寸法図 

図 C.1 外形寸法図（PLBG0256GA-A

（BP-256H/HV）） 

図 C.2 外形寸法図（PLBG0256KA-A

（BP-256C/CV）） 

付録-11

付録-12

差し替え 

 
 

 

 


